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広報せたな　令和５年２月号

　　 # セタスタスマイル                                                                          ＃セタスタブルー

  ＃セタスタグリーン

　　　　　　　　　　　  ＃セタスタイエロー

２
０
２
２
セ
タ
ス
タ
グ
ラ
ム
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
が
決
定
！

　
11
月
29
日
（
火
）、
せ
た
な
観

光
協
会
に
お
い
て
、
イ
ン
ス
タ
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
選
考
会
が
行

わ
れ
、
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
毎
年
、
せ
た
な
観
光

協
会
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
令

和
４
年
５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日

に
か
け
て
作
品
を
募
集
し
、
前
年

の
４
１
１
点
を
上
回
る
５
８
８
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
で
３

回
目
、「
青
」「
緑
」「
黄
」
の
テ
ー

マ
の
ほ
か
、
新
た
に
「
笑
顔
」
を

テ
ー
マ
に
募
集
、
松
本
年
弘
せ
た

な
観
光
協
会
長
な
ど
６
人
の
選
考

委
員
が
各
色
部
門
か
ら
５
点
、
笑

顔
部
門
か
ら
１
点
、
計
16
点
の
優

秀
賞
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
観
光
P
R
用
と

し
て
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
せ
た
な

観
光
協
会
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
各
部
門
の
応
募
総
数
及
び
優
秀

賞
作
品
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
応
募
総
数
】

＃
セ
タ
ス
タ
ス
マ
イ
ル 

　
　
36
点

＃
セ
タ
ス
タ
ブ
ル
ー 

　
２
１
５
点

＃
セ
タ
ス
タ
グ
リ
ー
ン 

１
６
８
点

＃
セ
タ
ス
タ
イ
エ
ロ
ー 

１
６
９
点

※ 

敬
称
省
略
、
写
真
は
掲
載
の
関
係
上
、

サ
イ
ズ
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

y u ka k h s

l e o s t a r 07t o c i n t o s h

p o t e t o 089aaa

t a i h e i _ k awaha r a

k i k u r u s h i

t o c i n t o s h

s h i u . s o t ot a i h e i _ k awaha r a

a s h i k a t s u 1

aya k o . h i r a y ama . 5 6

m i _m i _ k a ng r am

h t p _405 f l a t j u n k i e _mo t o h i t o _ s a s a k i

a s h i k a t u 1

ka naago n
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広報せたな　令和５年２月号

産
業
担
い
手
育
成
事
業
で
７
人
に
奨
励
金
を
交
付

　
12
月
26
日
（
月
）、
せ
た
な
町

健
康
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
産
業
担

い
手
育
成
事
業
奨
励
金
交
付
式
が

行
わ
れ
、
農
業
部
門
で
は
河
合
佑

奈
さ
ん
と
桃
井
郁
弥
さ
ん
、
沼
下

早
紀
さ
ん
に
、
漁
業
部
門
で
新
保

洵
季
さ
ん
に
、
商
工
業
部
門
で
狩

野
哲
也
さ
ん
が
出
席
し
、
高
橋
町

長
か
ら
奨
励
金
の
目
録
が
手
渡
さ

れ
、
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
11
日
（
水
）
に
は

商
工
業
部
門
で
北
出
泰
之
さ
ん
と

前
側
淳
さ
ん
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
各
産
業
の
担
い
手
育

成
の
た
め
「
せ
た
な
町
産
業
担
い

手
育
成
条
例
」
を
制
定
し
、
該
当

す
る
各
産
業
の
新
規
就
業
者
な
ど

に
対
し
て
、
奨
励
金
な
ど
を
交
付

す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
人
の
今
後
の
抱
負
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

【
新
規
就
業
者
】

◆
河
合
佑
奈
さ
ん
（
農
業
）

　
自
然
が
豊
か
な
せ
た
な
町
で
酪

農
を
始
め
ら
れ
た
こ
と
を
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
酪
農
を
通
じ

て
せ
た
な
町
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
。

◆
北
出
泰
之
さ
ん
（
商
工
業
）

　
10
年
間
、
現
場
で
学
ん
だ
経
験

と
知
識
を
地
域
の
酪
農
家
さ
ん
、

畜
産
農
家
さ
ん
に
還
元
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
新
学
卒
者
】

◆
沼
下
早
紀
さ
ん
（
農
業
）

　
諸
先
輩
方
の
助
言
を
よ
く
聞

き
、
せ
た
な
町
の
農
業
従
事
者
と

し
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆
新
保
洵
季
さ
ん
（
漁
業
）

　
せ
た
な
町
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
な

ど
色
々
な
部
分
で
支
援
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
若
い
力
で
せ
た

な
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
。

【
Ｕ
タ
ー
ン
等
就
業
者
】

◆
桃
井
郁
弥
さ
ん
（
農
業
）

　
現
在
、
農
業
、
酪
農
業
と
厳
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
第

一
次
産
業
を
支
え
て
い
け
る
存
在

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
狩
野
哲
也
さ
ん
（
商
工
業
）

　
地
域
貢
献
で
き
る
様
に
頑
張
り

ま
す
。

◆
前
側
淳
さ
ん
（
商
工
業
）

　
７
月
よ
り
㈲
北
清
石
油
に
後
継

と
し
て
帰
町
い
た
し
ま
し
た
。
元

気
に
こ
の
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

成
田
円
裕
さ
ん
が
北
海

道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞

　
12
月
28
日
（
水
）、
せ
た
な
町

役
場
に
お
い
て
、
北
海
道
社
会
貢

献
賞
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
高
橋
町

長
か
ら
大
成
区
の
成
田
円
裕
さ
ん

に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
成
田
さ
ん
が
昭
和
58
年

か
ら
大
成
町
及
び
せ
た
な
町
の
一

般
職
員
と
し
て
勤
務
。
平
成
25
年

10
月
か
ら
は
教
育
長
と
し
て
教
育

行
政
の
推
進
に
努
め
、
令
和
３
年

の
退
任
ま
で
37
年
８
か
月
の
長
き

に
わ
た
り
、
地
域
の
振
興
発
展
や

職
員
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
、
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
　

２
農
協
か
ら
せ
た
な

産
新
米
20
俵
の
寄
附

　
12
月
26
日
（
月
）、
せ
た
な
町

役
場
に
お
い
て
、
北
檜
山
町
農
業

協
同
組
合
か
ら
「
な
な
つ
ぼ
し
」

10
俵
、
新
函
館
農
業
協
同
組
合
か

ら
「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
10
俵
が
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
両
農
協
が
町
内
の
児
童

生
徒
や
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
に
美

味
し
い
せ
た
な
産
の
新
米
を
食
べ

て
も
ら
お
う
と
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
12
回
目
で
す
。

　
い
た
だ
い
た
お
米
は
、
学
校
給

食
等
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

前側淳さん前側淳さん 北出泰之さん北出泰之さん
左から河合聖さん、河合佑奈さん、沼下早紀さん、高橋町長、左から河合聖さん、河合佑奈さん、沼下早紀さん、高橋町長、
真柄町議会議長、桃井郁弥さん、新保洵季さん、狩野哲也さん真柄町議会議長、桃井郁弥さん、新保洵季さん、狩野哲也さん
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広報せたな　令和５年２月号

町
内
の
児
童
生
徒
に

牛
乳
贈
答
券
の
寄
附

　
12
月
20
日
（
火
）、
町
内
の
児

童
生
徒
に
町
内
の
２
農
協
地
区
酪

農
部
会
か
ら
牛
乳
贈
答
券
等
の
寄

附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
函
館
農
業
協
同
組
合
せ
た
な

地
区
酪
農
部
会
　
倉
田
健
部
会
長

と
弥
左
直
人
副
部
会
長
と
北
檜
山

町
農
業
協
同
組
合
地
区
酪
農
部
会
　

野
中
信
成
副
部
会
長
か
ら
小
板
橋

教
育
長
へ
牛
乳
贈
答
券
の
ほ
か
、

マ
ス
ク
な
ど
3
7
0
人
分
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
牛
乳
消
費
に
向
け
た
推

進
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
児
童
生
徒
に
せ
た
な
町

の
酪
農
に
つ
い
て
、
知
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
美
味
し
い
牛
乳
を
た

く
さ
ん
飲
ん
で
ほ
し
い
と
寄
附
さ

れ
た
も
の
で
す
。

後 期 高 齢 者 医 療 制 度 の お 知 ら せ
～  高額介護合算療養費について　～

◆高額介護合算療養費について
　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限度額を超
えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。なお、手続きには市区町村
窓口への申請が必要となります。

 ●後期高齢者医療制度、または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
 ●支給額が 500 円以下の場合は支給されません。

◆自己負担限度額表　【１年分の自己負担額の計算期間：令和３年８月１日～令和４年７月 31 日】

負担割合 区　　　分 自己負担額の合計の基準額 備　　考

3 割 現役並み所得者

【課税所得 690 万円以上】212 万円 ※１  世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該
当しない方

※２   世帯全員が住民税非課税であり、世帯
全員の所得が０円（公的年金収入のみ
の場合、その受給額が 80 万円以下。給
与所得がある場合、その金額から 10 万
円を控除。）、または老齢福祉年金を受
給している方

【課税所得 380 万円以上】141 万円

【課税所得 145 万円以上】　67 万円

２割 一定以上所得者
56 万円

１割

一　　　般

住　民　税

非課税世帯

区分Ⅱ（※１） 31 万円

区分Ⅰ（※２） 19 万円

　申請される方は、本庁町民児童課国保医療係までお申し出ください。

問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合
　〒 060-0062
　札幌市中央区南 2 条西 14 丁目  国保会館６階
　☎ 011-290-5601

本庁町民児童課国保医療係　　☎ 0137-84-5113（直通）
瀬棚支所住民係　　　　　　　☎ 0137-87-3311
大成支所住民係　　　　　　　☎ 01398-4-5511

人
権
擁
護
委
員
再

任
の
お
知
ら
せ

　
令
和
５
年
１
月
１
日
付
で
、
瀬

棚
区
の
加
賀
谷
和
子
さ
ん
が
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
に
基
づ
き
、
人
権
相
談
を

受
け
た
り
、
人
権
の
考
え
を
広
め

る
活
動
を
し
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
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広報せたな　令和５年２月号

２
人
が
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
で
入
賞
！

　
12
月
23
日
（
金
）、
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
八
雲
地
区
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
大
成
中
学
校
１
年
　
藤
谷
愛
音
さ
ん
と
大

成
中
学
校
２
年
　
小
守
林
柚
さ
ん
に
人
権
擁

護
委
員
の
名
平
継
義
氏
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
函
館
地
方
法
務
局
八
雲
支
局
が
豊

か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
２
人
の
作
品
は
函
館
地
方
法
務
局
・

函
館
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主
催
の
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
品
さ
れ
、
藤
谷
さ
ん
は
奨
励
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　
八
雲
地
区
大
会
で
入
賞
し
た
作
品
は
３
月

14
日
か
ら
３
月
16
日
ま
で
、
大
成
支
所
で
展

示
さ
れ
ま
す
。

民生委員・児童委員をご紹介します
　任期満了に伴い、令和４年 12 月１日付けで民生委員・児童委員及び主任児童委員が
次のとおり一斉改選されました。
　新たな任期は、令和４年 12 月１日から令和７年 11 月 30 日までの３年間となります。
　心配ごとがある時は、身近な相談者として地域の民生委員へご相談ください。

●北檜山区　市外局番（0137）

氏　　名 担当区域 電　話

　鎌田　郁美 新町 84-5597

　村田　鈴子 緑町 84-6780

　森山　ヤヱ子 寿町 ･ 長渕 84-4916

　大森　美恵子 寿町 84-5690

　大串　忠信 元町 86-0398

　山本　剛章 本町・中央町 84-5135

　原田　まさ子 徳島・松岡 84-5266

　工藤　豊 豊岡・兜野 84-4208

　本田　孝行 丹羽 84-5623

　佐竹　雄志 西丹羽 84-4387

　江口　君夫 東丹羽 ･ 小倉山 84-6125

　松林　良子 若松市街 85-1346

　坂井　富士雄 下若松・栄 85-1426

　近藤　芳美 二俣・上若松・小川 85-1659

　加藤　忠光 富里・濁川 85-1468

　大脇　和弘 愛知 84-4317

　久保　泰史 太櫓・共和 85-1703

　太田　恵子 新成 86-0313

●瀬棚区　市外局番（0137）

氏　　名 担当区域 電　話

　成田　憲一 北島歌 1・2 区 87-2354

　目名形喜代子 島歌 1・2・3 区 87-3587

　古畑 　郁子 元浦 1・2・3・4 区 87-3452

　山内　法眼 三本杉 87-3367

　福井　富志子 本町 1・2 区 87-2109

　尾形　洋子 本町 4 区 87-3933

　桂田　富次 本町 3・5 区 87-3421

　小町　美津子 本町 6 区 87-3604

　澁田　彰人 本町 7 区 87-3125

　鵜入　泰宏 本町 8 区 87-3488

　大池　法光 本町 9・10 区 87-3851

　髙橋　利治 東大里 1・3 区、西大里 87-2051

　関　　幸子 東大里 2 区、共和、南川 87-2074

●大成区　市外局番（01398）

氏　　名 担当区域 電　話

　佐藤　勉 太田 4-5978

　木村　一夫 富磯 4-5737

　佐藤　昌 上浦 4-5345

　羽二生延行 都 4-5135

　石原　廣純 都 4-5308

　山崎　光和 本陣 4-5168

　光銭　浩 久遠西部 4-5170

　稲船　加代子 久遠東部 4-5520

　吉田　裕喜子 花歌 4-6084

　阿部　育男 宮野 4-5727

　門間　智明 平浜・貝取澗 4-5336

　佐野　敏一 長磯 4-5065

　主任児童委員は、民生委員・児童委員のうち、子ど
ものことを専門的に担当する委員です。
　いじめや子育ての不安、様々な子どもに関する相談・
支援を行っています。
●主任児童委員

氏　　名 電　話

　鶴間　真智子 　0137 －  84  －  5027

　間宮　初美 　0137 －  84  －  5128

　笹原　昌子 　 090 － 3390 － 7499
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税務課からのお知らせ

問い合わせ先　
　本庁税務課課税係　　☎ 0137 ｰ 84 ｰ 5112（直通）
　瀬棚支所住民係　　　☎ 0137 ｰ 87 ｰ 3311
　大成支所住民係　　　☎ 01398 ｰ 4 ｰ 5511

町・道民税（確定申告相談）申告

期間　２月 16 日～３月 15 日

1所得税の確定申告が必要な方
◎年末調整をしていない方
　 　年の途中で退職し、再就職後も前職分を含めて年

末調整をしていないなど。

◎年の途中で退職し、その後勤めていない方
　　還付申告で所得税が戻る場合があります。

◎ 医療費や医薬品代を自分自身や家族のため
に支払った方

　 　令和４年中に支払った医療費から入院費給付金や
出産育児一時金などを差し引いた額が、10 万円か
所得の５％のいずれか少ない方を上回る場合、医療
費控除が受けられます。税金を計算する上での控除
ですので、病院の窓口で支払った医療費が戻るわけ
ではありません。また、セルフメディケーション税
制の控除を受けられる方については、支払った金額
から１万２千円を差し引いた金額（最高８万８千円）
の控除が受けられます。

　※ 医療費控除とセルフメディケーション税制を一緒
に使うことはできません。

◎家を新築、購入、増改築した方
　 　６か月以内に入居するなど、一定の要件に当ては

まるときに、借入金などの年末残高の合計額などを
基として計算した金額を所得税額から控除するもの
です。所得税額から控除しきれないとき、住民税額
から控除できる場合があります。

◎生命保険等の満期返戻金などがあった方
　 　受け取った保険金の総額から、すでに払い込んだ

保険料などの必要経費を差し引き、さらに特別控除
50 万円を差し引いた金額が、一時所得となります。

◎ 自営業、家賃・地代収入、譲渡所得などの
あった方

　 　確定申告等が必要な場合があります。保険の外交
員など報酬の支払調書をもらっている方は、必要経
費を申告しなければなりません。

2住民税の申告が必要な方 
◎ 確定申告をされない方でも住民税の申告が

必要な場合もあります。
　（詳しくは左のページをご参照ください。）

必要なもの
◎令和４年分の収入を証明するもの
　源泉徴収票など

　※ パート・アルバイト・年金受給者の方は、源泉

徴収票。

　※ 保険の外交員の方は、報酬・一時所得・雑所得

の支払調書や控除の証明書など、申告に必要と

思われる書類もできるだけ持参してください。

◎本人確認できるもの
　マイナンバーカード、運転免許証など

◎個人番号（マイナンバー）の記載があるもの

◎生命保険、地震保険料控除証明書
◎国保・社保の任意継続などの領収書
◎国民年金保険料控除証明書など

　※ 国民年金保険料などの控除を受ける場合に必要

です。

◎通帳など口座番号がわかるもの
　※所得税の還付がある方のみ必要です。

◎障がい者手帳等または認定書
　※ 本人または配偶者、扶養家族が障がい認定を受

けている方のみ必要です。

◎医療費控除の明細書
　医療費のお知らせハガキなど

　※ 人・病院・薬局ごとの合計を出し、「医療費控除

の明細書」へ記入のうえ持参してください。

　　 お知らせハガキを添付する場合は記入が簡単で

す。

◎セルフメディケーション税制の明細書など

　※ 薬局などの支払先ごとの合計を出し、「セルフメ

ディケーション税制の明細書」へ記入のうえ、

持参してください。

　※ 健康保持または病気の予防に取り組んだことが

わかる書類（健康診断・予防接種など）の提示

が必要です。

★ 「医療費控除の明細書」と「セルフメディケーショ

ン税制の明細書」は国税庁ホームページからダウ

ンロードできるほか、役場窓口でも入手できます。

◎住宅借入金等特別控除に関する書類
　※初めて受ける方のみ必要です。

 　 　 詳 し い 日 程 と詳 し い 日 程 と
会 場 は 、 別 紙 配会 場 は 、 別 紙 配
付 し た チ ラ シ を付 し た チ ラ シ を
ご 覧 く だ さ い 。ご 覧 く だ さ い 。
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次次ののいいずずれれかかにに該該当当ししまますすかか

●国民健康保険・後期高齢者医療制度に加
入している

◎収入のない方でも保険料の減額や高額療
養費の支給を受けるには申告が必要です。

●国民年金保険料の免除を申請する
●町営住宅に住んでいる
●各種手当てや助成サービスを受ける
●課税証明書が必要である

令和５年１月１日現在住んでいた市区町村へ
お問い合わせください

同同居居のの親親族族のの方方のの「「税税法法上上のの扶扶養養親親族族」」とと
ななっってていいまますすかか

◎「税法上の扶養親族」とは、確定申告や公
的年金の源泉徴収票・給与所得者の年末
調整で配偶者控除や扶養控除の対象となっ
ている方（16歳未満の扶養親族を含む）です。

職職業業ままたたはは収収入入のの
種種類類はは何何でですすかか

次次ののいいずずれれかかにに該該当当ししまますすかか
●65歳未満（昭和33年1月2日以降生まれ）で公的年金収入
が98万円未満である
●65歳以上（昭和33年1月1日以前生まれ）で公的年金収入
が148万円未満である

あなたが扶養している方
（親族・配偶者）は年金
の源泉徴収票に記入さ
れていますか

年金の源泉徴収票に記入
されていない控除（生命保
険料・地震保険料・医療費
など）を追加しますか

※給与支払者（勤務先）が、給与の支払いを受けている者（従業員）の前年中の給与支払金額などを記入して、
市区町村に提出する書類のこと

はい

いいえ

いいえ

いいえ

令令和和４４年年１１月月１１日日～～令令和和４４年年12月月31日日にに
収収入入ははあありりままししたたかか

はい

住住
民民
税税
のの
申申
告告
はは
不不
要要
でで
すす

はい
いいえ

はい

いいえ

住住
民民
税税
のの
申申
告告
をを
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい

いいえ

はい

はい

いいえ

はい

はい

年金のうち、
遺族・障害年金のみを
受けていますか

いいえ

税税務務署署でで所所得得税税のの確確定定申申告告ははししまますすかか
◎確定申告が必要な方については右のページ参照

勤務先から「せたな町」に
年末調整済の給与支払報
告書（※）が提出されてい
ますか

営業・不動産の収入、生
命保険満期保険金・解約
金、個人年金などそのほ
かの収入がある

いいえ

はい

いいえ

会社員・パート・
アルバイト・日雇いなどの
給与収入がある

年金収入のみである

住民税の申告は必要？

はい

はい

確確定定申申告告ををさされれなないい方方ででもも住住民民税税のの申申告告がが必必要要なな場場合合ががあありりまますす。。

住民税の申告が必要な方が申告をされないと、各種行政サービスや国民
健康保険税などの軽減が受けられない場合がありますのでご注意ください。

◎◎ここののフフロローーチチャャーートトはは一一般般的的なな事事例例でですす。。詳詳ししくくはは役役場場税税務務課課（（TEL.0137-84-5112））へへおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

スタート
令和５年１月１日に「せたな町」に
住んでいましたか
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広報せたな　令和５年２月号

ゼロカーボン
せたなせたな

短期集中連載
第３回

せたな町ホームページ（せたな町地域エネルギービジョンご意見募集ページ）

https://www.town.setana.lg.jp/industry/saiene/post_1453.html

　
令
和
４
年
12
月
27
日
（
火
）
に
第
４

回
せ
た
な
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
協

議
会
を
開
催
し
、
せ
た
な
町
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
協

議
し
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
及
び
基
本

方
針
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
案

な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
協
議
会
で
協
議
し
作
成
し

ま
し
た
せ
た
な
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
（
案
）
は
、
令
和
５
年
１
月
12
日
～

１
月
27
日
の
期
間
に
て
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
及
び
、
本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
・

支
所
窓
口
に
て
町
民
意
見
の
募
集
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
し
、
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
目
指
す
べ
き
将
来
像
及
び
基
本
方
針

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
が
有
す
る
豊
富

な
再
エ
ネ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し

つ
つ
、
町
が
抱
え
る
少
子
高
齢
化
な
ど

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
様
々
な

視
点
か
ら
再
エ
ネ
導
入
・
省
エ
ネ
推
進

に
係
る
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
、

目
指
す
べ
き
将
来
像
は
下
記
の
と
お
り

と
し
ま
す
。

　
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
の
基
本

的
な
方
針
は
、
下
の
表
の
通
り
５
つ
の

方
針
を
掲
げ
推
進
し
ま
す
。

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
状
況
に
つ
い
て

【視点】 【基本方針】

①経済
（農林業、漁業、観光など、
町内外の地域活性化）

町内の再エネ導入・省エネ推進を通して、町内外を含めたエネ
ルギーの地産・地消を図り、地域活性化を図る。

②環境
（再エネ、省エネ、生物多
様性保全）

生物多様性の保全等を考慮したゾーニングを通して、適切に再
エネ導入・省エネ推進を図りながら、自家消費等によるエネル
ギー自給率 100％を目指して日本一の脱炭素の取り組みを行う

③社会
（安全・安心なまちづくり）

再エネ導入・省エネ推進による防災機能の強化等を図り、安全・
安心なまちづくりを推進する。

④教育
（環境教育・人材育成）

町内外の再エネ・省エネ設備を利用した環境教育・人材育成を
図り、町民の脱炭素の取組を推進する。

⑤技術
（最新技術、農林業・漁業
の電化）

洋上風力発電などによる再エネ電源を利用した最新技術の活用
により、町内の様々な設備や活動の脱炭素の取組を推進する。

地域のエネルギーの地産・地消でまちづくり

～みんなで取り組むエネルギーの地産・地消～

【５つの基本的な方針】

【目指すべき将来像】

ゼロカーボンせたな公式ロゴマーク
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短期集中連載

【視点】 【具体的な取り組み（◎：2030 年までに実施、〇：2050 年までに実施）】

①経済
（農林業、漁業、観光
など、町内外の地域
活性化）

再エネの導入促進
１．再エネ設備の導入
　ａ．ゾーニングの配慮事項等を踏まえた陸上風力発電の誘致（◎）
　ｂ．ゾーニングの配慮事項等を踏まえた洋上風力発電の誘致（◎）
　ｃ．「基地港湾を補完する港湾」等の選定への取り組み（◎）
２．公的施設等の再エネ設備の設置、再エネ電源の地産・地消
　ａ．日本初洋上風力発電設備「風海鳥」のリパワーまたは建替（◎）
　ｂ．北部桧山衛生センター組合のゴミ焼却処理施設を利用した発電（〇）
　ｃ．太陽光発電設備の設置（学校や役場などの公共施設）（◎）
　ｄ．余剰電源の町民還元等を目的とした、町内外を含めた自営線設置
　　　などの検討（〇）
３．民生部門等の再エネ電源の地産・地消
　ａ．太陽光発電設備の設置補助（◎）
４．農業・漁業での再エネ電源の利用
　ａ．農林業・漁業等への再エネ電源を利用した設備の設置支援等（〇）
５．省エネの促進
　ａ．住宅や事業所のＺＥＨ化、ＺＥＢ化への補助（◎）
　ｂ．公用車、町内バス・タクシーの次世代自動車（ＥＶ化）の推進（◎）
　ｃ．町内照明のＬＥＤ化の推進（◎）
６．地域活性化の推進など
　ａ．再エネ設備を見学する施設の設置（〇）
　ｂ．再エネ設備の観光資源としての活用（◎）

②環境
（再エネ、省エネ、生
物多様性保全）

７．温室効果ガスの吸収源としての機能向上
　ａ．未利用材の活用による木質
　　　バイオマスの地産・地消の検討（◎）
　ｂ．自然環境保全上、重要な地域の
　　　適切な保全・維持管理（◎）

③社会
（安全・安心なまちづ
くり）

８．再エネ基金や再エネ電源を利用した安全・安心なまちづくり
　ａ．再エネ基金の設立の検討（◎）
　ｂ．再エネ電源等を利用した次世代自動車による
　　　医療・介護・福祉輸送（◎）
　ｃ．災害時における再エネ発電設備の活用（◎）
　ｄ．再エネ電源を活用したロードヒーティング等に
　　　よる交通安全の確保（〇）

④教育
（環境教育・人材育成）

９．再エネ設備を利用した環境教育の実施
　・再エネ設備を見学する施設の設置（〇）
　・再エネ設備を利用した環境教育に係る授業の実施（◎）
　・環境教育を目的とした町内外からの設備見学受入の実施（◎）
10．再エネ導入・省エネ取組に係る勉強会の開催や広報紙等による周知（◎）
11．町内外の関係機関と連携した再エネ・省エネ設備の維持・管理に係る
　　人材育成（〇）

⑤技術
（最新技術、農林業・
漁業の電化）

12．再エネ設備における蓄電池の設置（〇）
13．再エネ電源を利用したＥＶ充電設備の設置（〇）
14．温泉熱や小水力等を活用した再生可能
　　エネルギーの導入の検討（〇）
15．農機・重機・船舶のＥＶ化・非化石
　　燃料化（水素ガス）の実証事業（〇）
16．家畜糞尿バイオガス設備等の設置（〇）
17．近隣自治体へのエネルギー融通
　　（町内外を含めた新電力の検討）（◎）

せたな町地域エネルギービジョンの具体的な取り組み
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広報せたな　令和５年２月号

すべての学生向け

医療系の方向け

担  当  窓  口
問い合わせ先

　教育委員会事務局【担当／坂本】
　せたな町役場本庁舎２階　　　　　　　 ☎ 0137 ｰ 84 ｰ 6260（直通）

令和５年度

「せたな町奨学資金貸付制度」のお知らせです
　令和５年度奨学資金貸付申請を受け付けています。貸付を希望される方は、教育委員会で申請手続
きをしてください。申請用紙は担当窓口に配置しています。お気軽にお申し付けください。。

◆対象者
　 　保護者がせたな町に住所のある方で、学業・人物と

もに優秀かつ健康で、学資の支弁が困難と認められる

方。

　 　なお、そのほかの制度による奨学資金貸付を受けて

いる方でも貸付を受けられます。

◆提出書類
　①申請書

　②学校長の推薦書 ( 調書 )

　③在学証明書、または合格通知書

　④同意書

　⑤申請者・保護者の住民票の写し

　　（世帯主、続柄、本籍、筆頭者記載のもの）

◆受付期間　随時受け付けております。

◆その他
　 　奨学資金は毎月 10 日に貸付いたします。また、貸付

終了後は、1 年間の措置期間を経過した後、最大 15 年

間以内の元金均等償還（無利子）となります。

学校種別 貸付月額 備　考

大学院の場合 100,000 円 ●貸付を決定した

場合、連帯保証人

を２人選任いただ

きます。
大学の場合 60,000 円

短期大学の場合 50,000 円

高等専門学校の場合 50,000 円

専修学校の場合 50,000 円

高等学校の場合 30,000 円

各種学校の場合 50,000 円

その他の学校の場合 50,000 円

◆対象者
　 　医療職等養成施設に入学する方、または在学してい

る方で、将来せたな町職員として医療職等の業務に従

事しようとする方。

　 　奨学資金を借り受けた期間に相当する期間、せたな

町職員として医療職種の業務に従事すると、奨学資金

の返還が免除されます。

◆提出書類
　①申請書

　②合格通知書または医療職養成施設長の推薦書

　③身上申告書

　④ 戸籍全部事項証明書 ( 戸籍謄本 ) または、住民票 ( 世

帯全員 ) の写し

　⑤健康診断書

　⑥同意書

◆受付期間　随時受け付けております。

学校種別 貸付月額 備　考

大学（医師） 200,000 円
●修学年限を５年

とする看護師養成

施設については、

就学時から２年間

は、月額 45,000 円

以内とします。

●貸付を決定した

場合、連帯保証人

を２人選任いただ

きます。

●貸付終了時点で、

該当の職種が町内

の医療機関で募集

されているとは限

りませんのでご了

承願います。

大学（薬剤師） 60,000 円

放射線技師養成所 60,000 円

理学療法士養成所 60,000 円

作業療法士養成所 60,000 円

臨床検査技師養成所 60,000 円

保健師養成所 60,000 円

看護師養成所 60,000 円

准看護師養成所 45,000 円
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■
自
動
車
と
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な

い
の
が
保
険
で
す
。
自
賠
責
保
険
や

任
意
保
険
、
人
身
傷
害
保
険
の
関
係

に
つ
い
て
、
順
を
お
っ
て
み
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
自
賠
責
保
険
は
強
制
加
入
で
あ
る

点
が
特
徴
的
で
す
。
自
賠
責
保
険
に

加
入
し
な
け
れ
ば
車
検
は
通
り
ま
せ

ん
し
、
未
加
入
の
車
を
運
行
さ
せ
た
場

合
に
は
罰
則
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
公
道
を
走
る
自
動

車
は
遍
く
自
賠
責
保
険
に
加
入
し
て

い
る
状
況
を
作
り
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
交
通
事
故
の
被
害
者
救
済
を
漏
れ

な
く
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
（
車
検
切
れ
の
車
な
ど
自
賠
責
保
険

に
す
ら
加
入
し
て
い
な
い
車
が
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
）。
し
か
し
な
が
ら
、

自
賠
責
保
険
の
補
償
内
容
は
限
定
的

で
す
。
物
損
に
は
適
用
が
な
く
、
人
身

損
害
に
つ
い
て
も
傷
害
が
１
２
０
万

円
ま
で
、
死
亡
が
３
０
０
０
万
円
ま

で
、
後
遺
障
害
が
４
０
０
０
万
円
と

限
定
さ
れ
て
お
り
、
交
通
事
故
訴
訟

で
の
認
容
額
と
比
べ
る
と
足
り
な
い

事
態
も
多
々
発
生
し
ま
す
。

■
こ
の
自
賠
責
保
険
の
補
償
の
隙
間

を
埋
め
る
の
が
任
意
保
険
で
す
。
ほ

と
ん
ど
の
任
意
保
険
が
対
人
対
物
無

制
限
の
補
償
と
な
っ
て
お
り
、
重
大

な
後
遺
障
害
が
残
る
ケ
ー
ス
や
死
亡

事
故
で
も
損
害
を
填
補
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
自
賠
責
保
険
で
は
隙
間

が
生
じ
る
か
ら
こ
そ
任
意
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ

る
所
以
で
も
あ
り
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
自
賠
責
保
険

と
任
意
保
険
は
ど
ち
ら
も
自
己
の
賠

償
責
任
を
肩
代
わ
り
す
る
責
任
保
険

で
す
が
、
人
身
傷
害
保
険
は
自
分
自

身
に
か
け
る
も
の
で
性
質
が
全
く
異

な
り
ま
す
。
事
故
の
際
に
は
相
手
方

か
ら
賠
償
が
受
け
ら
れ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
事
故
に
保
険
を
か
け
る
こ
と

の
利
点
は
、
無
保
険
車
と
の
事
故
へ

の
備
え
と
い
う
側
面
や
、
自
己
の
過

失
割
合
部
分
の
損
害
の
填
補
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
側
面
が
あ

り
ま
す
。

■
さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
各
種
法

律
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一

定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て

は
、
３
回
ま
で
の
無
料
法
律
相
談

や
、
ご
自
宅
・
入
所
施
設
等
へ
の
無

料
出
張
相
談
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
少
し
で
も
気
に
な
る
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ぜ
ひ
「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所

（
０
５
０
・
３
３
８
３
・
８
３
６
６
）」

ま
で
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お

寄

せ

く

だ

さ

い
。

ま

た
、「

法

テ

ラ

ス

江

差

法

律

事

務

所

（
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
６
３
）」

で
も
、
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す

の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
動
車
保
険
の
お
話

～
自
賠
責
保
険
・
任
意
保
険
・
人
身
傷
害
保
険
～

法
テ
ラ
ス 

八
雲
法
律
事
務
所

　
　
　
　
　
　

弁
護
士　

塚
本　
　

恒　

　
　
　
　
　
　

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

法
テ
ラ
ス

　
八
雲
通
信

町営住宅等の入居者募集

空室あります！

申込期間：１月 26 日（木）～２月６日（月）

□町営住宅

団地名 地区 住宅番号 建設年度 面積 型別 家賃の額
徳島団地 北檜山 １- ７ H 13 65.44 ㎡ ２LDK 20,600 ～ 30,700 円

豊岡高台団地 〃 B-29 S 39 33.03 ㎡ ２DK 2,500 ～  3,800 円
役場前Ａ団地 大成 41 H ４ 64.62 ㎡ ３LDK 15,400 ～ 23,000 円

みやこの丘団地 〃 12-104 H 12 64.17 ㎡ ２LDK 18,600 ～ 27,800 円
〃 〃 17-201 H 17 73.45 ㎡ ３LDK 21,800 ～ 32,400 円

下宮野団地 〃 186 H ３ 60.52 ㎡ ３LDK 13,300 ～ 19,800 円
あかしや団地 瀬棚 03-102 H ３ 69.49 ㎡ ３LDK 17,000 ～ 25,400 円

〃 〃 48-10 S 48 37.67 ㎡ ２DK 5,100 ～  7,600 円

□特定公共賃貸住宅

団地名 地区 住宅番号 建設年度 面積 型別 家賃の額
みやこの丘団地 大成 12-204 Ｈ 12 51.01 ㎡ １LDK 26,000 ～ 35,000 円

□定住促進住宅

団地名 地区 住宅番号 建設年度 面積 型別 家賃の額
コーポふとろ 北檜山 １号室 Ｈ 16 81.81 ㎡ ３LDK 45,000 円

コーポこんぴら 瀬棚 ４号室 Ｈ ８ 59.91 ㎡ ２LDK 43,000 円

 申込先　本庁建設水道課住宅係　　　　　　　☎ 0137-84-5114( 直通 )
 　　　　大成支所産業建設係　　　　　　　　☎ 01398-4-5511
 　　　　瀬棚支所産業建設係　　　　　　　　☎ 0137-87-3311

※入居資格や提出書類については、町のホームページまたは担当にお問い合わせ下さい。
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今月の担当

清水　美千子です

冬
だ
か
ら
こ
そ
気
を
つ
け
た
い
「
水
分
補
給
」
の
話

保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

　「
な
ん
と
な
く
、
だ
る
い
感

じ
が
す
る
」「
頭
が
痛
い
」
こ

ん
な
身
体
の
不
調
を
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　「
気
圧
の
せ
い
か
な
」「
急
に

寒
く
な
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
」

と
、
特
に
は
っ
き
り
と
し
た
原

因
も
思
い
当
た
ら
な
い
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
冬
場
に
感
じ
る
身
体
の
不

調
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
水
分
が

足
り
て
い
な
い
せ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
今
日
は
冬
に
こ
そ
大
事
な
水

分
補
給
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

　
人
間
の
身
体
の
ほ
と
ん
ど
は

水
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
成

人
の
場
合
は
体
重
の
約
60
％
、

65
歳
以
上
の
場
合
は
体
重
の
約

50
％
が
、
子
ど
も
は
70
～
80
％

が
水
分
で
で
き
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
水
分
に
は
、
血

液
や
リ
ン
パ
液
、
消
化
液
の
ほ

か
、
細
胞
の
組
織
間
液
な
ど
も

含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
水
分
が
体

内
を
巡
る
こ
と
で
細
胞
に
必
要

な
栄
養
や
酸
素
を
運
ん
で
く
れ

た
り
、
身
体
の
外
に
老
廃
物
を

排
出
し
て
く
れ
る
働
き
を
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
体
温
が
上
が
っ
た
と

き
に
汗
と
し
て
水
分
を
出
し
て

体
温
調
整
を
す
る
働
き
も
あ
り

ま
す
。

　
体
内
の
水
分
は
、
尿
や
汗
と

し
て
身
体
の
外
に
出
し
た
り
、

食
事
や
飲
み
物
で
身
体
の
中
に

取
り
入
れ
る
こ
と
で
一
定
の
バ

ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
主
に
次
の
３
つ
こ

と
が
原
因
で
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
暑
さ

　
夏
場
の
気
温
の
高
さ
や
湿

度
の
高
さ
に
よ
り
、
大
量
に

汗
を
か
く
。

②
病
気

　
発
熱
に
よ
る
発
汗
や
嘔

吐
、
下
痢
に
よ
っ
て
体
内
の

水
分
が
減
る
。

③
飲
食

　「
胃
腸
の
調
子
が
悪
い
」

「
ト
イ
レ
に
行
か
な
い
よ
う

に
水
分
を
制
限
す
る
」
等
な

ん
ら
か
の
理
由
に
よ
り
十
分

に
水
分
を
取
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
が
原
因
で
体
内
の
水

分
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
場
合

は
、
水
分
不
足
か
も
、
と
思
い

当
た
り
や
す
い
の
で
す
が
、
こ

れ
以
外
に
も
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
原
因
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
が
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

の
「
乾
燥
」
で
す
。「
乾
燥
」

に
よ
っ
て
、
汗
を
か
い
て
い
る

と
感
じ
な
い
く
ら
い
の
身
体
の

水
分
が
皮
膚
か
ら
蒸
発
し
ま

す
。
湿
度
が
低
く
、
身
体
が
乾

燥
し
や
す
い
こ
の
時
期
は
暑
い

夏
に
比
べ
る
と
喉
の
渇
き
を
感

じ
に
く
く
、
寒
い
の
で
、
水
分

を
抑
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
が

ち
で
す
。
身
体
の
中
に
入
る
水

分
量
が
少
な
く
な
り
、
出
て
い

く
量
が
多
く
な
る
と
、
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
脱
水
症
状
が
出
や

す
く
な
り
ま
す
。
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健診申込・健康相談などは

各保健師まで

●せたな町健康センター 　☎０１３７－８４－５９８４( 直通 )
●瀬棚支所　　　　　　　 ☎０１３７－８７－３３１１
●大成支所 　　　　　　　☎０１３９８－ 4 －５５１１

保健師からの伝言

　
上
記
の
症
状
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
水
分
が

足
り
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
水
分
補
給
を
心
が

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
分
補
給
を
心
が
け

て
も
改
善
せ
ず
、
体
調
不
良
が

長
く
続
い
た
り
、
症
状
が
重

く
な
っ
た
ら
病
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

●
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
加
湿

で
脱
水
を
防
ぐ

　
脱
水
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
水

分
補
給
が
大
事
で
す
。
一
般
的

に
水
分
は
１
日
１
・
５
ℓ
程
度

を
目
安
に
摂
取
す
る
と
よ
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
病
気
な

ど
で
水
分
制
限
が
あ
る
人
を
除

く
）

　
目
の
つ
く
と
こ
ろ
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
等
を
お
い
て
２
～
３
時

間
お
き
に
水
分
を
摂
取
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
高

齢
者
の
場
合
は
、
気
温
や
体
調

の
変
化
、
喉
の
渇
き
を
感
じ
に

く
い
た
め
に
慢
性
的
な
水
分
不

足
に
な
り
が
ち
で
す
。
毎
日
決

ま
っ
た
時
間
に
水
分
を
摂
取
す

る
な
ど
、
対
策
を
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
水
分
補
給
と
あ
わ
せ

て
乾
燥
を
防
ぎ
、
水
分
の
蒸
発

を
防
ぐ
と
い
う
の
も
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。

◆
主
な
初
期
の
脱
水
症
状

○
頭
痛

　
　

○
集
中
力
の
低
下

○
日
中
の
強
い
眠
気

○
食
欲
不
振

○
胃
も
た
れ

○
筋
肉
痛

○
足
が
つ
る

　
次
の
よ
う
な
こ
と
で
簡
単
に

部
屋
の
湿
度
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
家
で
の
簡
単
な
乾
燥
対
策

○
加
湿
器
を
利
用
す
る

○
洗
濯
物
を
室
内
に
干
す

○
定
期
的
に
窓
を
あ
け
て
換

気
を
す
る

　
冬
は
寒
さ
対
策
の
た
め
に
、

気
密
性
の
高
い
衣
類
を
身
に
つ

け
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
そ
の

よ
う
な
時
は
熱
が
こ
も
り
や
す

く
発
汗
が
お
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
、
意
識
し
て
水
分
を

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
乾
燥
対
策
は
風
邪
な

ど
の
感
染
症
予
防
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
積
極
的
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

★ 2023 年冬　これだけは気をつけたい★

冬場は低温と乾燥から体調が崩れやすく、ウイルスが活発になる季節です。

加湿の他にも次の３つの事に気をつけて冬を乗り切ってください。

①距離を保ちましょう
　　人との距離は１～２ｍあけましょう

②衛生環境を保ちましょう
　　出かけた後はうがい、手洗いを行いましょう

③マスクを着用しましょう
　　人と接する機会の多い場ではマスクを正しく着用しましょう

※ ここ２年くらい、インフルエンザの流行がなく、落ち着いていましたが、今期はインフルエンザが
流行し、インフルエンザウイルスと新型コロナウイルスに同時感染しているという方もいます。

　 どちらも感染予防方法は同じです。うがい、手洗い、マスクの着用、人混みを避け、基本的な感染
症対策を行ってください。
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11
月
19
日
（
土
）
か
ら
12
月
４
日
（
日
）

に
か
け
て
北
斗
市
で
第
41
回
函
館
地
区
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会
（
兼
）

第
48
回
北
海
道
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
函
館
地
区
予
選
会
が
開
催
さ
れ
、
せ

た
な
町
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
９
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
１
次
予
選
を
勝

ち
上
が
り
、
２
次
予
選
で
惜
敗
し
ま
し
た

が
、
４
位
入
賞
を
果
た
し
、
2
月
に
開
催

さ
れ
る
第
１
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
（
Ｕ
ー

12
）
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
道

南
大
会
）
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
12
月
６
日
（
火
）、
北
檜
山
小
学
校
５
年

生
を
対
象
に
食
育
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
新
函
館
農
業
協
同
組
合
若
松
基

幹
支
店
が
地
域
の
小
学
生
に
地
元
食
材
の

素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
７
年
目
で
す
。

　
当
日
は
、
同
農
協
の
堤
元
貴
氏
に
よ
る

地
元
農
畜
産
物
の
ク
イ
ズ
や
（
有
）
高
橋

畜
産
代
表
取
締
役
　
高
橋
洋
平
氏
に
よ
る

「
若
松
ポ
ー
ク
マ
ン
」
の
紹
介
の
後
、
地
元

食
材
を
使
い
、（
有
）
ス
パ
イ
ス
ゴ
ー
ゴ
ー

代
表
取
締
役
　
井
出
剛
氏
の
指
導
の
下
、

ス
ー
プ
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
は
、
積
極
的
に
質
問
し
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
作
っ
た
ス
ー
プ
カ

レ
ー
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

せ
た
な
の
食
を
知
ろ
う
！

北
檜
山
小
で
食
育
教
室

　
12
月
15
日
（
木
）、
瀬
棚
郵
便
局
に
お
い

て
、
瀬
棚
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
啓
発
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
近
年
、
特
殊
詐
欺
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
は
力
作
の
手
作

り
カ
ー
ド
を
瀬
棚
郵
便
局
　
竹
田
隆
司
局

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
悪
天
候
の
た
め
、
路
上
で
は

な
く
瀬
棚
郵
便
局
を
訪
れ
る
人
に
特
殊
詐

欺
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
声
か
け
を
し
な

が
ら
被
害
防
止
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。
　

瀬
棚
保
育
所
の
子
ど
も

た
ち
が
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
啓
発
活
動
を
実
施

　
12
月
10
日
（
土
）、
せ
た
な
町
民
体
育
館

に
お
い
て
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
野
球
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
講
師
に
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
の
浅
沼
寿
紀
コ
ー
チ

と
吉
田
侑
樹
コ
ー
チ
を
招
い
て
行
わ
れ
、

町
内
の
小
中
学
生
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
か
ら
は
、
練
習
方
法
だ
け
で
な
く
、

「
遠
く
に
ボ
ー
ル
を
飛
ば
す
と
い
う
目
標
を

立
て
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
体
を
動
か
す
と

い
い
か
を
考
え
て
練
習
行
う
こ
と
」
と
い
っ

た
練
習
を
す
る
上
で
の
心
構
え
な
ど
が
伝

え
ら
れ
、
学
ぶ
こ
と
が
多
い
貴
重
な
時
間

で
し
た
。

　
ま
た
、
野
球
指
導
者
を
対
象
に
講
習
会

も
行
わ
れ
、
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
「
野
球
教
室
」
を
開
催

T O P I C S
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
が
函
館
地
区

秋
季
大
会
で
４
位
入
賞
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12
月
16
日
（
金
）、
大
成
中
学
校
１
年
生

４
名
が
北
海
道
教
育
大
学
附
属
函
館
中
学

校
１
年
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
大
成
中
学
校
は
7
月
に
学
習
し
た
地
域

産
業
の
「
ウ
ニ
漁
」
に
つ
い
て
発
表
し
、

附
属
函
館
中
学
校
は
5
つ
の
グ
ル
ー
プ
が

「
函
館
の
宝
」
と
な
る
も
の
と
し
て
「
ブ
リ

の
地
産
地
消
を
促
す
こ
と
が
重
要
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
決
め
発
表
し
て
い
ま

し
た
。

大
成
中
学
校
で
教
育
大

附
属
函
館
中
学
校
と
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
交
流

　
12
月
24
日
（
土
）、
せ
た
な
商
工
会
青
年

部
（
部
長 

真
柄
太
一
氏
）
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
が
３
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ト
ナ
カ

イ
に
扮
し
た
部
員
が
申
し
込
み
の
あ
っ
た

子
ど
も
19
人
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
届
け
ま
し
た
。

　
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
く
る
と
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ブ
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
子

ど
も
達
は
、
や
っ
と
会
え
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
か
ら
大
喜
び
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け

取
っ
て
い
ま
し
た

３
年
ぶ
り
に
サ
ン
タ
が

家
に
や
っ
て
き
た

　
12
月
26
日
（
月
）、
町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、
せ
た
な
町
防
犯
協
会
主
催

に
よ
る
歳
末
特
別
警
戒
結
団
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
犯
罪
が
な
い
町
を
目
指
し
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
関
係
団
体

48
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
３
班
に
分
か
れ
て
北
檜
山
区

内
の
街
頭
で
道
行
く
人
に
チ
ラ
シ
や
防
犯

グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
な
が
ら
、
犯
罪
の
未
然

防
止
や
防
犯
意
識
を
高
め
る
よ
う
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
瀬
棚
区
は
21
日
（
水
）
に
街
頭

啓
発
、
大
成
区
は
22
日
（
木
）
に
青
色
回

転
灯
装
備
車
に
よ
る
一
斉
巡
回
指
導
と
、

そ
れ
ぞ
れ
歳
末
特
別
警
戒
防
犯
運
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

歳
末
特
別
警
戒
防
犯
運

動
を
実
施
し
ま
し
た

　
１
月
３
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た
大
成
消

防
団
出
初
式
を
皮
切
り
に
、
５
日
（
木
）

に
は
瀬
棚
消
防
団
と
北
檜
山
消
防
団
の
出

初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
で
は
各
団
員
が
町
旗
や
団
旗

を
掲
げ
な
が
ら
、
町
内
を
勇
ま
し
く
行
進

し
ま
し
た
。

　
消
防
団
は
、
地
域
の
中
で
育
ま
れ
、
次

代
に
引
き
継
い
で
い
る
と
い
う
大
き
な
役

割
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。

　
出
初
式
で
は
、
火
災
の
な
い
１
年
で
あ

る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
る
と
と
も

に
「
自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
消
防
団
の
精
神
を
改
め
て
誓
い
ま
し
た
。

３
区
で
消
防
団
出
初
式

を
開
催
し
ま
し
た

T O P I C S
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コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
館

～
行
っ
て
み
よ
う
！
と
な
り
ま
ち
～

◉
長
万
部
町

　
長
万
部
町
営
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
！
　 

　
無
料
ロ
ー
プ
ト
ウ
が
あ
り
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽

し
め
る
ス
キ
ー
場
で
す
！
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
！
お
帰
り
の
際
に
は
ち
ょ
っ
と

寄
り
道
「
長
万
部
温
泉
郷
」
で
ゆ
っ
た
り
お
く

つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
！

　
無
料
ロ
ー
プ
ト
ウ
は
、
次
の
と
お
り
運
行
し

て
い
ま
す
！

■
リ
フ
ト
（
ロ
ー
プ
ト
ウ
）
運
行
時
間
●

火
～
金
曜
日
／
午
後
５
時
～
午
後
９
時
●

土
・
日
曜
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
～
午
後
９

時
※
月
曜
日
は
運
休
し
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
■
温
泉
日
帰
り
入
浴
料
金
／

約
５
０
０
円
問
長
万
部
町
教
育
委
員
会
☎

０
１
３
７
７
・
２
・
２
７
４
８

◉
八
雲
町
八
雲
地
域

　 

梅
雲
亭
ひ
な
人
形
展
示

■
日
時
／
２
月
13
日
（
月
）
～
３
月
３
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

※
２
月
26
日
（
日
）
の
午
前
10
時
～
午
後
３
時

に
は
甘
酒
の
提
供
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
取

り
や
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■

場

所

／

梅

雲

亭
（

八

雲

町

末

広

町

１
５
１
）
■
入
館
料
／
無
料
問
郷
土
資
料
館
☎

０
１
３
７
・
６
３
・
３
１
３
１

◉
八
雲
町
熊
石
地
域

　
熊
石
海
洋
深
層
水
を
分
水
中
！

　
海
洋
深
層
水
の
分
水
は
、
熊
石
漁
港
内
の
熊

石
海
洋
深
層
水
総
合
交
流
施
設
で
行
い
、
ポ
リ

タ
ン
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
へ
の
小
口
分
水

と
車
両
に
積
載
さ
れ
た
大
型
タ
ン
ク
へ
の
大
口

分
水
の
２
種
類
の
分
水
施
設
が
あ
り
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

冬
期
間
（
12
月
～
３
月
）
に
つ
い
て
は
、
小
口

販
売
機
の
営
業
が
平
日
の
み
と
な
り
ま
す
。
■

町
外
利
用
者
料
金
／
小
口
分
水 

一
般
用
（
20

㍑
）
１
０
０
円
、
業
務
用
（
１
㎥
）
６
２
０
円
、

大
口
分
水 

一
般
用
（
１
㎥
）
６
２
０
円
、
業

務
用
（
１
㎥
）
６
２
０
円
問
熊
石
海
洋
深
層
水

総
合
交
流
施
設
☎
０
１
３
９
８
・
２
・
２
３
０
０

◉
今
金
町

 問い合わせ先
 　総務省情報流通行政局郵政行政部郵便課　　☎ 03 － 5253 － 5975
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール：shinsyo_soudan@soumu.go.jp

「手紙を守るためのルールがあります」
　手紙やはがきなどの信書は、原則として、日本郵便株式会社及び信書便事業者だけ

が取り扱うことができると定められています。

　※宅配便やメール便では、原則として信書の送付はできません。

　詳細については、総務省情報流通行政局郵政行政部ホームページ・信書便制度周知

リーフレットをご確認いただくか下記までお問い合わせください。

　　総務省情報流通行政局郵政行政部ホームページ

　　　https://www.soumu.go.jp/yusei/index.html

　　信書便制度周知リーフレット

　　　https://www.soumu.go.jp/main_content/000739946.pdf

後志利別川の樹木採取者
募 集 の お 知 ら せ

　函館開発建設部今金河川事務所では、後志利別
川の樹木を伐採して利用したいという企業や住民
の方を今年も募集しています。
　採取した樹木等は自家消費でも販売でも採取し
た方のご自由です。 
　実際に伐採してみたい方はお気軽にお問合せく
ださい。

 問い合わせ先

 北海道開発局 函館開発建設部 今金河川事務所 河川課　

　☎ 0137 ー 82 ー 0041（9:00 ～ 17:00  土・日・祝祭日は除く） 

① 応 募 期 間 ：令和５年３月１日（水）まで

② 採 取 期 間 ： 令和５年３月 22 日（水）

　　　　　　　　～令和５年７月 28 日（金）

③採取予定場所： 後志利別川河岸 丹羽 ( 大矢谷会館付近）

④ 主 な 樹 種 ：ヤナギ類・直径 10 ㎝程度

ご存じですか
 林業退職金共済制度(林退共）

　林退共は昭和 57 年に発足した林業界で

働く方のために国が作った退職金制度で

す。

　この制度は事業主の方々が、従事者の働

いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共

済手帳に貼り、その従事者が林業界を辞

めたときに林退共から退職金を支払うとい

う、いわば林業界全体の退職金制度です。

　詳しくは下記にお問い合わせください。

 問い合わせ先

 　独立行政法人勤労者退職金共済機構

 　林業退職金共済事業本部　

　　　　　　　　☎ 03 ー 6731 ー 2889 
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ピ
リ
カ
ス
キ
ー
場  

今
シ
ー
ズ
ン
の

シ
ー
ズ
ン
券
発
売
中
！

　
ピ
リ
カ
ス
キ
ー
場
で
は
今
シ
ー
ズ
ン
券
を
販

売
中
で
す
。
ま
た
、
２
月
の
ナ
イ
タ
ー
営
業
は

毎
週
火
・
木
・
土
と
な
っ
て
い
ま
す
！
■
シ
ー

ズ
ン
券
価
格
●
大
人
／
２
万
７
千
円
●
高
校

生
／
２
万
２
千
円
●
中
学
生
／
２
万
円
●
小

学
生
／
１
万
７
千
円
●
シ
ニ
ア
（
55
歳
以
上)

／
２
万
２
千
円
●
超
シ
ニ
ア
（
70
歳
以
上)

／

２
万
円
※
通
常
料
金
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ー
ズ
ン

券
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
シ
ー
ズ

ン
券
を
持
っ
て
い
る
と
、
ス
キ
ー
場
営
業
期
間

中
ピ
リ
カ
温
泉
入
浴
料
が
「
半
額
」
！
　
中
学

生
以
上 

２
７
５
円
　
小
学
生 

１
０
０
円
■
ク

ロ
ー
ズ
予
定
日
／
令
和
５
年
３
月
26
日
問
ク
ア

プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
☎
０
１
３
７
・
８
３
・
７
１
１
１

◉
せ
た
な
町

　 「
せ
た
な
割
（
せ
た
な
町
宿
泊
割
引
）」

終
了
間
近
！
令
和
５
年
３
月
１
日

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
分
ま
で
！

　
旅
を
し
た
い
。
美
し
い
景
色
を
見
た
い
。
そ
ん

な
あ
な
た
に
せ
た
な
町
を
オ
ス
ス
メ
。
観
光
を
目

的
に
対
象
施
設
に
宿
泊
し
た
場
合
に
、
宿
泊
代
金

が
最
大
１
３
５
０
０
円
割
引
さ
れ
る
「
せ
た
な
割
」

が
ま
も
な
く
終
了
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
せ
た
な
に
泊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
せ
た
な
割
の
利
用
は
、
対
象
施
設
に
予
約
も
し

く
は
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
宿
泊
料
割
引（
１
人
１
泊
料
金
、５
連
泊
ま
で
対
象
）

・ 

４
千
円
～ 

５
９
９
９
円
→
　
　
　
３
千
円
引

・ 

６
千
円
～ 

７
９
９
９
円
→
　
　
　
４
千
円
引

・ 

８
千
円
～ 

９
９
９
９
円
→   

５
５
０
０
円
引

・
１
万
円
～ 

１
４
９
９
９
円
→
　
　
７
千
円
引

・
１
万
５
千
円
～ 

１
９
９
９
９
円
→
１
万
円
引

・
２
万
円
以
上
→
　
　
　
　 

１
３
５
０
０
円
引

■
割
引
対
象
者

・
観
光
を
目
的
に
し
た
宿
泊
に
限
り
ま
す
。

・
ワ
ク
チ
ン
３
回
接
種
済
み
で
あ
る
方
、
又
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
結
果
が
陰
性
だ
っ
た
方
に
限

り
ま
す
。
※
国
又
は
北
海
道
か
ら
の
支
援
制
度

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
予
算
が
無
く
な
り

し
だ
い
終
了
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
に
よ
り
停
止
、
又
は
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
せ
た
な
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　h
ttp

:/
/
se

ta
n
a
v
i.jp

/

冬季における漁船操業時の注意点
　冬季における漁船の操業においては、不注意による人身事故や天候の急変による海難、

暖房器具等による火災発生等が予想されます。

　漁業者の皆様におかれましては次のことに注意して、安全に操業を行いましょう。

・�作業時には、揚網機にカッパ等の着衣が巻き込まれることがないよう、袖口を締め付け、

また、ロープの輪の中に足を入れないよう身の回りに注意しましょう。

・�海中転落した場合、ライフジャケットを適切に着用していれば、救助される可能性が

格段に高まります。

　大切な命を守るため、ライフジャケットを適切に常時着用しましょう。

・�海上では天候が急変する可能性があるので、最新の気象情報を入手し、天候の悪化が

予想されるときは、操業を早めに切り上げる等、無理をしないようにしましょう。

・暖房器具等の近くに、燃えやすいものを置かないようにしましょう。

  問い合わせ先

　　 瀬棚海上保安署　　　　　 　☎（0137）87 － 2634　

海のもしもは
「１１８番」まで

安全を第一に考え、

　漁を行いましょう。

ご存じですか？自動車事故対策機構の援護制度
●介護料の支給

　 　自動車（バイク含む）事故による重度後遺障害（脳損・脊損）により介護を要する方

へ後遺障害の程度などに応じて月額 36,500 円～ 211,530 円支給します。

●交通遺児等育成資金貸付

　 　自動車（バイク含む）事故により死亡または重度後遺障害（脳損・脊損）を負われた

方の義務教育終了前の子弟に対し、月々一定額の育成資金を無利子で貸し付けます。

●交通遺児等友の会

　 　自動車（バイク含む）事故により死亡または、重度後遺障害（脳損・脊損）を負われ

た方の義務教育終了前の子弟のいる家庭に対し、交流会やレクリエーションを開催して

います。

　詳しくは下記までお問い合わせください。

 問い合わせ先
 　独立行政法人自動車事故対策機構函館支所　　☎ 0138 － 88 ー 1007
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函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　
せ
た
な
町
で
月
１
回
法
律
相
談

所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　
金
銭
関
係
や
不
動
産
関
係
、
家

事
関
係
な
ど
法
律
上
の
問
題
で
お

困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。な

お
、
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

予
約
制
・
先
着
順
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
函
館
弁
護
士

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
相

談
無
料
）

●
日
時
（
２
月
～
３
月
分
）

　

・
２
月
10
日
（
金
）

　

・
３
月
10
日
（
金
）

●
実
施
時
間
／
13
時
～
16
時

●
相
談
件
数
／
６
件

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

問
函
館
弁
護
士
会

☎
０
１
３
８
・
４
１
・
０
２
３
２

ご
相
談
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

12
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
受
付
分

　

合
計
２
８
７
８
件

　
　
　
　

４
３
、９
９
２
千
円

ご
相
談
く
だ
さ
い

心
の
健
康
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
北
海
道
八
雲
保
健

所
精
神
保
健
専
門
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
心
の
健
康
相
談
を
ご
希
望

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
全
て
事
前
の
申
し
込

み
（
実
施
日
の
前
の
週
の
金
曜
日

ま
で
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
日
時
／
２
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所
／
八
雲
地
域
保
健
室

問
八
雲
保
健
所
保
健
係

☎
０
１
３
７
・
６
３
・
２
１
６
８

法
律
・
登
記
・
行
政
相

談
の
無
料
相
談
会
の
お

知
ら
せ

　
相
続
・
贈
与
・
売
買
・
会
社
設

立
・
債
務
整
理
・
成
年
後
見
・
行

政
相
談
な
ど
、
心
配
ご
と
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

２
月
８
日
（
水
）
10
時
～
12
時

●
予
約
締
切

２
月
６
日
（
月
）

　

※
先
着
４
名
ま
で

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

●
担
当
相
談
員

　

司
法
書
士　

森　

奈
津
美

問
役
場
総
務
課
総
務
係

☎
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

裁
判
所
出
張
手
続
案
内

の
お
知
ら
せ

　
函
館
地
方
・
家
庭
裁
判
所
か
ら

職
員
が
出
張
し
住
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
手
続
案
内
を
行
い
ま

す
。（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

　

２
月
16
日
（
木
）
13
時
～
16
時

●
場
所
／
瀬
棚
総
合
福
祉

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
館

●
予
約
方
法

　

２
月
９
日
（
木
）
ま
で
に
函
館

地
方
裁
判
所
総
務
課
ま
で
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
函
館
地
方
裁
判
所

☎
０
１
３
８
・
３
８
・
２
３
７
２

お
知
ら
せ
し
ま
す

戸
建
て
木
造
住
宅
の
無

料
耐
震
診
断
に
つ
い
て

　
檜
山
振
興
局
で
は
、
戸
建
て
木

造
住
宅
を
対
象
と
し
た
無
料
耐
震

診
断
を
随
時
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
自
宅
の
耐
震
診
断
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
耐
震
診
断
申
込
書
は
北

海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
下
記

の
窓
口
あ
て
に
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、「
北
海
道
　
無
料

耐
震
診
断
」
で
検
索
！

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
窓
口
】

檜
山
振
興
局
建
設
指
導
課

☎
０
１
３
９
・
５
２
・
６
６
３
２

北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�https://w
w
w
.pre

f.hokka
id
o.

lg
.jp

/
k
n
/
k
sd

/
a
n
ze

n
su

isin
/

ta
isinnsinnd

a
nn.htm

l

（有料広告）



19
Setana Public Relations
広報せたな　令和５年２月号

２月 14 日 (火)　  大成支所
◎ 移動町長室は９：00 から 11：30 までの開設となります。

◎ 当日は区内を巡回して不在のこともありますので、御用

の際は事前に予定をお問い合わせください。

◎ 公務の都合上、急に日程を変更する場合がありますので

ご理解願います。

人 口 と 世 帯

令和４年 12 月末現在（前月比）

人口 7,147 人 （－ 21）

北檜山区 4,308 人 （－ 11）

大成区 1,230 人 （－５）

瀬棚区 1,609 人 （－５）

男 3,383 人 （－ 14）

女 3,764 人 （－７）

世帯 3,944 世帯 （－ 11）

戸籍の窓口
（12 月１日～ 12 月 31 日届出）

○岡本　順子さん　（88 歳）　太　櫓

○山田　キワさん　（100 歳）　　栄

○大堀喜久子さん　（90 歳）　二　俣

○道髙キミ子さん　（92 歳）　豊　岡

○山崎　敏行さん　（80 歳）　豊　岡

○小川　永記さん　（69 歳）　北檜山

○手塚ユリ子さん　（88 歳）　上　浦

○藤谷　徳一さん　（88 歳）　　都

○上野　文夫さん　（75 歳）　　都

○平澤勝三郎さん　（89 歳）　　都

○堀井　清一さん　（92 歳）　平　浜

○山本　良一さん　（92 歳）　貝取澗

○三浦　義秋さん　（72 歳）　島　歌

○大島　幸明さん　（93 歳）　島　歌

○野口　瑩成さん　（76 歳）　本町５区

○関　　　繁さん　（95 歳）　瀬棚区共和

ご家族の同意を得た方のみ掲載しています。

おくやみ申し上げます

国民年金に関するお問い合わせ先  
　◎函館年金事務所��　　　　　　　　　　☎ 0138-56-1165
　◉本庁�町民児童課�戸籍年金係　　　　　☎ 0137-84-5113（直通）
　◉瀬棚支所�住民係�　　　　　　　　　　☎ 0137-87-3311
　◉大成支所�住民係�　　　　　　　　　　☎ 01398-4-5511

◎日本年金機構から送付する各種通知書
について
　日本年金機構では年金加入者、受給者の皆様に様々なお知らせを行っており

ます。ここでは主なものを紹介します。

１．ねんきん定期便
　これまでの年金加入記録をご確認いただくとともに、年金制度に対するご理

解を深めていただくためにお送りするものです。

　・送付対象者：国民年金及び厚生年金保険に加入している方

　・送付時期：毎年誕生月（１日生まれの方は、誕生日の前月）

２．年金額改定通知書・年金振込通知書
　・年金額に変更がない方

　　 　毎年６月に、１年分の「年金支払額」等のお知らせがハガキで届きます。

　・年金額に変更があった方

　　 　年金支払額や受取金融機関に変更があった場合に、「年金支払額」等の

お知らせがハガキで届きます。

３．公的年金等の受給者の扶養親族等申告書（令和５年分）
　所得税の課税対象となる方から、所得税額計算の際の各種控除額の算出のも

ととなる「扶養親族等申告書」を提出いただくためお送りするものです。なお、

対象とならない方には送付されません。

　・送付対象者： 老齢または退職を支給事由とする年金を受給している方のう

ち、受け取っている年金額が 65 歳未満で 108 万円以上、65

歳以上で 158 万円以上ある方

４．社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
　年末調整または確定申告時に必要となる国民年金保険料納付額を証明するも

のです。

　・ 令和４年１月１日から９月 30 日までの間に、国民年金保険料を納めてい

ただいた方 → 令和４年 11 月上旬頃送付

　・ 令和４年 10 月１日から 12 月 31 日までの間に、国民年金保険料を納めて

いただいた方 → 令和５年２月上旬頃送付

５．公的年金等の源泉徴収票（令和４年分）
　令和４年分として支払われた年金の金額や源泉徴収された所得税額等をお知

らせするものです。

　・送付対象者： 老齢または退職を支給事由とする年金を受給している方

　・送付時期：令和５年１月中旬頃から順次発送されています。

マイナンバーカード特設窓口を開設しています。
☆２月の特設窓口【完全予約制】☆
　■夜間／毎週木曜日　午後７時まで
　■場所／本庁・瀬棚支所・大成支所
　※事前に電話等で予約をお願いいたします。予約がない場合は、開設しません。

戸籍年金係からのお知らせ
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　　　　役場（担当課）への直通電話番号一覧
　　　　　　　　※通話中の場合は、代表電話（0137-84-5111）へおかけください。

税務課 町民児童課 建設水道課 保健福祉課 教育委員会
0137-84-5112 0137-84-5113 0137-84-5114 0137-84-5984 0137-84-6260

ご利用ください

　今年はこれを書きました　

　「2023 年　新春書初め大会」開催

2
0
2
3
・

２
　

N
o.2

1
0

●
新
春
恒
例
の
書
初
め
大
会
は
、

い
つ
も
筆
を
使
っ
て
い
る
人
だ
け

で
な
く
、
１
年
ぶ
り
に
筆
を
持
っ

た
人
、
中
に
は
十
数
年
ぶ
り
に
毛

筆
を
持
っ
た
人
も
い
て
、
会
場
は

和
気
あ
い
あ
い
で
し
た
が
、
筆
を

持
つ
と
皆
さ
ん
素
晴
ら
し
い
集
中

力
で
書
い
て
い
ま
し
た
。
作
品
を

手
に
も
っ
て
撮
影
し
た
の
で
、
顔

が
隠
れ
て
い
る
人
が
…
。
残
念
な

写
真
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
参
加
者
の
満
足
げ
な
雰
囲
気

が
伝
わ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
▼
先
月
号
で
地
区
懇
談
会
の

結
果
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た

が
、
「
懇
談
会
の
結
果
を
い
つ
で

も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
役
場
に
置

い
て
ほ
し
い
」
と
要
望
が
あ
り
、

本
庁
と
各
支
所
に
顛
末
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
プ

起
こ
し
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た

が
、
広
報
が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届

く
頃
に
は
、
設
置
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
▼
同
時
流
行
が
懸
念

さ
れ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、
八
雲
保
健

所
管
内
で
も
両
方
と
も
患
者
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
感
染
予
防

方
法
は
同
じ
で
す
。
や
っ
て
い
る

つ
も
り
の
手
洗
い
。
正
し
い
手
洗

い
方
法
を
再
確
認
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
感
染
症
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
【
竹
内
】

　
１
月
11
日
（
水
）、
大
成
中

学
校
体
育
館
で
毎
年
恒
例
の

新
春
書
初
め
大
会
が
開
催
さ

れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
の
方

ま
で
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
書
初
め
は
書
の
上
達
を
願

い
、
一
年
の
抱
負
を
心
新
た

に
す
る
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は
講
師
の
桝
田
昌

好
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
思
い
を
込
め
た
力
作
を
完

成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
作
品
は
１
月
末
ま
で
大
成

図
書
館
に
展
示
さ
れ
ま
す
。


